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2023年9月7日（木）
1日目　A会場（1F オレンジホール）

シンポジウム1 『局所損傷・変性疾患・発達障害の比較神経心理学』	 9：30〜11：30

座長：長濱　康弘（かわさき記念病院）　　　　
船山　道隆（足利赤十字病院神経精神科）

SY1-1	 局所損傷と変性疾患における病巣−症候連関：言語と視覚を例に…………………  p68

東山　雄一（横浜市立大学神経内科学・脳卒中医学）

SY1-2	 前部側頭葉と概念知識：意味性認知症と前部側頭葉切除術の対比…………………  p69

垰夲　大喜（大阪大学大学院医学系研究科精神医学教室）
西尾　慶之（大阪大学大学院連合小児発達学研究科行動神経学・神経精神医学）

SY1-3	 局所損傷と変性疾患における前頭葉症状………………………………………………  p70

船山　道隆（足利赤十字病院神経精神科）

SY1-4	 発達障害における注意……………………………………………………………………  p71

青木　悠太（あおきクリニック）

会長講演	 11：40〜12：25

座長：村井　俊哉（京都大学大学院医学研究科精神医学）

神経心理を学ぶ、活かす、楽しむ………………………………………………………………  p44

數井　裕光（高知大学医学部神経精神科学講座）

ランチョンセミナー1	 12：35〜13：35

座長：三村　　將（慶應義塾大学予防医療センター）

早期ADを捉える症候学 〜診断・診断後支援を考える〜　　　　

橋本　　衛（近畿大学医学部精神神経科学教室）
共催：エーザイ株式会社

シンポジウム2 『右優位型意味性認知症とsemantic behavioural variant  
　　　　　　　  frontotemporal dementia』	 14：30〜16：30

座長：三村　　將（慶應義塾大学予防医療センター）　　　　　　　　
　　　川勝　　忍（福島県立医科大学会津医療センター精神医学講座）

SY2-1	 右側頭葉変性をめぐる概念の変遷………………………………………………………  p74

品川俊一郎（東京慈恵会医科大学精神医学講座）
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SY2-2	 右優位型意味性認知症の症候学 ～意味記憶障害を中心に～… ……………………  p75

橋本　　衛（近畿大学医学部精神神経科学教室）

SY2-3	 右優位型意味性認知症の症候学 〜人格行動障害を中心に〜… ……………………  p76

佐藤　俊介（医療法人松柏会榎坂病院）

SY2-4	 右優位型意味性認知症の臨床・病理……………………………………………………  p77

川勝　　忍（福島県立医科大学会津医療センター精神医学講座）

徹底討論 症例検討会	 16：40〜18：00

司会：樫林　哲雄（兵庫県立リハビリテーション西播磨病院）　　　　
コメンテーター：川勝　　忍（福島県立医科大学会津医療センター精神医学講座）
　　　　　　　　長濱　康弘（かわさき記念病院）　　　　　　　　　　　　　　

CM-1	 若年発症で著明な前頭葉症状やパーキンソニズムを呈した兄弟症例………………  p98

中山　愛梨（公益財団法人浅香山病院精神科臨床心理室）
竹田　佳世（大阪大学大学院医学系研究科精神医学教室）

CM-2	 中大脳動脈上行枝へのプロポフォール注入によって生じた再帰性発話……………  p99

柿沼　一雄（東北大学大学院医学系研究科高次機能障害学分野）
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2023年9月7日（木）
1日目　B会場（1F グリーンホール）

一般口演 O1-1 『言語1』	 9：30〜10：10

座長：小森憲治郎（十全ユリノキ病院心理室）

O1-1-1	 Logopenic variant PPAの中核障害は何か？ −音韻操作能力と復唱課題成績の経時的変化
に基づく検討−…………………………………………………………………………………… p104

○佐藤ひとみ1）、雨宮　志門2）、吉田　亮一2）

1）認知症介護研究研修東京センター、2）浴風会病院神経内科

O1-1-2	 Semantic dementia例における喚語障害の特徴… ………………………………………… p104
○宮崎　泰広1,2）、種村　　純3）、惠飛須俊彦1,4）

1）関西電力医学研究所リハビリテーション医学研究部、
2）飯能靖和病院リハビリテーション科、3）びわこリハビリテーション専門職大学、
4）関西電力病院リハビリテーション科

O1-1-3	 電文体発話を特徴とする進行性の非流暢性失語を前景に，左上下肢動作緩慢を伴った右利
き70代女性の1例… …………………………………………………………………………… p105

○谷藤　秀一1）、栗原　正典1）、小幡　真希2）、石橋　賢士3）、石井　賢二3）、
　武田　克彦1,4）、岩田　　淳1）

1）東京都健康長寿医療センター脳神経内科、
2）東京都健康長寿医療センター高齢者バイオリソースセンター、
3）東京都健康長寿医療センター研究所神経画像研究チーム、4）文京認知神経科学研究所

O1-1-4	 進行性核上性麻痺例に観察された発話障害の経時的変化…………………………………… p105
○内山　良則1）、高木あかり2）、吉村　賢二2）、森畑　宏一2）、三枝　隆博2）、
　松田　　実3）

1）大阪市立十三市民病院リハビリテーション科、
2）大阪市立総合医療センター脳神経内科、3）清山会いずみの杜診療所

一般口演 O1-2 『言語2』	 10：10〜10：50

座長：水田　秀子（大阪公立大学脳神経内科）

O1-2-1	 日本語話者の発語失行におけるプロソディーの特性：発話時間の音響学的分析とCut-off値
の検討……………………………………………………………………………………………… p106

○川邊　圭太1）、藤田　郁代2）、長畑　則子1）

1）農協共済中伊豆リハビリテーションセンターリハビリテーション部言語聴覚療法科、
2）国際医療福祉大学大学院

O1-2-2	 優位半球グリオーマにおける側頭言語野の再組織化の特徴………………………………… p106
○中嶋　理帆1）、木下　雅史2）、長田　貴宏3）、小川　昭利3）、沖田　浩一4）、
　小西　清貴3）、中田　光俊2）

1）金沢大学リハビリテーション科学領域、2）金沢大学脳神経外科、
3）順天堂大学生理学第一講座、4）金沢大学附属病院リハビリテーション部



− 25 −

プ
ロ
グ
ラ
ム
1
日
目

O1-2-3	 同時発話が残存した軽度失語症例 −その発現機序に関する検討−… …………………… p107
○笹嶋　侑子1）、中川　良尚1）、近藤　郁江1）、都築　未来1）、石川　実結1）、
　佐野　洋子1）、船山　道隆2）、山谷　洋子3）、加藤　正弘3）

1）江戸川病院リハビリテーション科、2）足利赤十字病院神経精神科、
3）江戸川病院神経内科

O1-2-4	 自発話量の減少を伴わず叙述能力が低下した超皮質性運動失語の一例…………………… p107
○坂井麻里子1,2）、鈴木　則夫3）

1）医療法人友紘会友紘会総合病院リハビリテーション科、
2）大阪公立大学大学院リハビリテーション学研究科、3）滋賀県立総合病院精神科

一般口演 O1-3 『認知症・変性疾患1』	 10：50〜11：30

座長：小林　良太（山形大学医学部精神科）

O1-3-1	 認知機能低下に筋萎縮性側索硬化症を続発し、後方視的にrtvFTD-MNDが疑われた73歳
女性例……………………………………………………………………………………………… p108

○三木　綾子1）、二村　明徳2）、柿沼　佑樹1）、浅野　未希1）、小室　浩康1）、
　渡辺　大士1）、大野　英樹3）、村上　秀友1）

1）昭和大学医学部内科学講座脳神経内科学部門、2）昭和大学藤が丘病院脳神経内科、
3）東京都済生会向島病院脳神経内科

O1-3-2	 アルツハイマー病を背景とした進行性非流暢性失語の症候と画像………………………… p108
○小林　良太1）、伊藤さゆり2）、川勝　　忍3）、村川　智実4）、坂本　和貴1）、
　森岡　大智1）、鈴木　昭仁1）

1）山形大学医学部精神医学講座、
2）新潟医療福祉大学リハビリテーション学部言語聴覚学科、
3）福島県立医科大学会津医療センター精神医学講座、
4）篠田総合病院リハビリテーション科

O1-3-3	 常同行動のある前頭側頭葉変性症における習熟動作失敗時の反応………………………… p109
○内山由美子1）、橋田　秀司2）、三條　伸夫1）、山田　正仁1）

1）九段坂病院内科（脳神経内科）、2）日本赤十字社医療センター神経内科

O1-3-4	 アルツハイマー型認知症患者における抑うつに対する病態失認の神経基盤について…… p109
○末廣　　聖1）、鐘本　英輝1）、垰夲　大喜1）、佐竹　祐人1）、佐藤　俊介1）、
　片上　茂樹1）、竹田　佳世1）、吉山　顕次1）、樫林　哲雄2）、高橋　竜二2）、
　互　　健二3）、品川俊一郎3）、石井　一成4）、數井　裕光5）、池田　　学1）

1）大阪大学大学院医学系研究科精神医学講座、
2）兵庫県立リハビリテーション西播磨病院、3）東京慈恵会医科大学精神医学講座、
4）近畿大学医学部放射線医学教室放射線診断学部門、
5）高知大学医学部神経精神科学教室
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一般口演 O1-4 『行為1』	 14：30〜15：10

座長：中川　賀嗣（北海道医療大学リハビリテーション科学部）

O1-4-1	 緩徐進行性肢節運動失行症の1例……………………………………………………………… p110
○喜多也寸志

姫路中央病院神経内科

O1-4-2	 右前大脳動脈領域の脳梗塞によりAlien hand syndromeと失語症を認めた左利きの　　
症例………………………………………………………………………………………………… p110

○丸山　航輝1）、佐藤　　厚2）、渡辺　慶大1）、今井　滉太1）、関　　　悟1）、
　桑原　貴之1）、大西　康史3）、米岡有一郎4）

1）新潟大学地域医療教育センター・魚沼基幹病院リハビリテーション技術科、
2）愛知淑徳大学健康医療科学部言語聴覚学専攻、
3）新潟大学地域医療教育センター・魚沼基幹病院リハビリテーション科、
4）新潟大学地域医療教育センター・魚沼基幹病院脳神経外科

O1-4-3	 感覚情報の統合能力が低下したことで食事の行為が阻害された脳卒中症例……………… p111
○豊田　拓磨1）、沖田　　学1,2）

1）愛宕病院リハビリテーション部、
2）愛宕病院脳神経センターニューロリハビリテーション部門

O1-4-4	 模倣行動を伴わない，使用行動が単独で見られた前頭葉出血例…………………………… p111
○江原　真人1）、高杉　　潤2）、坂本　昌紀1）、秋山　武和3）

1）秋山脳神経外科病院リハビリテーション科、
2）東都大学幕張ヒューマンケア学部理学療法学科、3）秋山脳神経外科病院脳神経外科

一般口演 O1-5 『行為2』	 15：10〜15：50

座長：近藤　正樹（京都府立医科大学大学院脳神経内科学／京都府リハビリテーション支援センター）

O1-5-1	 右側後方病変により同時失認を呈した一例…………………………………………………… p112
○井上ともみ、樫林　哲雄、丸本　浩平、高橋　竜一、山地　秀人、川見　美香、
　中谷綾祐美、東山　　毅、水田　英二

兵庫県立リハビリテーション西播磨病院

O1-5-2	 Utilization behaviorと病的把握現象の関連について −右被殻出血の1例−…………… p112
○温井　啓太、青野　智仁、石合　純夫

新さっぽろ脳神経外科病院

O1-5-3	 着衣障害を伴わない半側空間無視患者についての検討 −着衣障害を伴う半側空間無視患者
との比較−………………………………………………………………………………………… p113

○菅原　光晴1）、前田　眞治2）、山本　　潤3）、高田　善栄2,4）、佐々木　智5）

1）清伸会ふじの温泉病院、2）国際医療福祉大学大学院リハビリテーション医学分野、
3）国際医療福祉大学小田原保健医療学部作業療法学科、
4）総合南東北病院リハビリテーション科、5）川崎市立川崎病院リハビリテーション科
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O1-5-4	 意図に反する閉眼運動をともなう開眼失行を呈したパーキンソン症候群（進行性核上性麻
痺）の1例… ……………………………………………………………………………………… p113

○植野　仙経1,2）、高坂　雅之3）、古郷　貴裕4）、上田　敬太1,5）

1）京都大学大学院医学研究科脳病態生理学講座精神医学教室、
2）独立行政法人国立病院機構宇多野病院精神科、
3）独立行政法人国立病院機構宇多野病院脳神経内科、
4）独立行政法人国立病院機構宇多野病院眼科、
5）京都光華女子大学健康科学部医療福祉学科

一般口演 O1-6 『記憶・言語』	 15：50〜16：30

座長：繁信　和恵（公益財団法人総合病院浅香山病院）

O1-6-1	 リハビリテーションを実施し言語性記憶の改善がみられた海馬硬化を伴う左側頭葉てんか
んの一例…………………………………………………………………………………………… p114

○益子紗緒里1）、峯　清一郎2,3）

1）行徳総合病院リハビリテーション科、2）行徳総合病院脳神経外科、
3）行徳総合病院てんかんセンター

O1-6-2	 Alzheimer病から見る語の心像性と親密度 −標準抽象語理解力検査（SCTAW）との関連か
ら−………………………………………………………………………………………………… p114

○古本　英晴
公立長生病院脳神経内科

O1-6-3	 外傷性脳出血の一例にみられたかなの失読の検討 −文が読める一方で，意味がないと途端
に読めなくなる現象について−………………………………………………………………… p115

○井之川真紀1）、田中　春美1）、井尾　克宏2）

1）関西電力病院リハビリテーション部、2）関西電力病院血液内科

O1-6-4	 固有名詞の語想起に関与する脳領域の検討…………………………………………………… p115
○宇杉　竜一1,2）、西村　正彦1）、石内　勝吾1）

1）琉球大学医学部脳神経外科、2）社会医療法人友愛会豊見城中央病院
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2023年9月7日（木）
1日目　C会場（4F 第6多目的室）

教育講演1	 9：30〜10：15

座長：三村　　將（慶應義塾大学予防医療センター）

内受容感覚と神経心理学…………………………………………………………………………  p48

寺澤　悠理（慶應義塾大学文学部心理学専攻）

教育講演2	 10：15〜11：00

座長：村井　俊哉（京都大学大学院医学研究科精神医学）

てんかん学を神経心理に活かす…………………………………………………………………  p50

兼本　浩祐（愛知医科大学精神医学講座）

教育講演3	 11：00〜11：45

座長：今村　　徹（新潟医療福祉大学大学院医療福祉学研究科保健学専攻言語聴覚学分野）

神経心理学をリハビリテーション医療に活かす………………………………………………  p52

前島伸一郎（国立長寿医療研究センター長寿医療研修センター）

スポンサードセミナー	 14：30〜15：30

座長：上野　修一（愛媛大学大学院医学系研究科精神神経科学講座）

レビー小体病の早期診断について考える −病理研究や核医学検査の進展を背景にして−    

寺田　整司（岡山大学大学院精神神経病態学教室）
共催：日本メジフィジックス株式会社

大会企画 教育講演	 15：30〜16：15

座長：鈴木　匡子（東北大学大学院医学系研究科高次機能障害学分野）

神経心理学の経験を英論文にしよう……………………………………………………………  p66

船山　道隆（足利赤十字病院神経精神科）
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2023年9月7日（木）
1日目　ポスター会場（3F 第5多目的室）

一般ポスター P1-1	 17：00〜18：00

座長：坂井麻里子（友紘会総合病院リハビリテーション科）

P1-1-1	 ワーキングメモリに着目した課題が有効であった記憶障害患者…………………………… p132
○國友　温子1）、沖田かおる1）、石村　幸大1,2）、沖田　　学1,2）

1）新松田会愛宕病院、
2）新松田会愛宕病院脳神経センターニューロリハビリテーション部門

P1-1-2	 脳腫瘍患者における術後視覚性注意と視空間性ワーキングメモリに対する上縦束の損傷と
保護的因子の影響………………………………………………………………………………… p132

○蝦名　昂大1）、松井　三枝1,2）、木下　雅史3）、齋藤　大輔4）、滝口　雄太2）、
　中田　光俊3）

1）金沢大学大学院医薬保健学総合研究科、2）金沢大学国際基幹教育院、
3）金沢大学脳神経外科、4）安田女子大学現代心理学科

P1-1-3	 扁桃体腫大の改善とともに記憶障害も改善した側頭葉てんかんの1例…………………… p133
○大藏　裕平1,2）、佐竹　祐人1）、鐘本　英輝1）、平川　夏帆1）、吉山　顕次1）、
　池田　　学1）

1）大阪大学大学院医学系研究科精神医学教室、2）医療法人爽神堂七山病院

P1-1-4	 自伝的記憶優位の逆向性健忘を認めた抗LGI-1抗体陽性辺縁系脳炎の一例……………… p133
○佐竹　祐人1）、森　　悦朗2）、浅井可奈子3）、武田　眞一1）、木下　　允3）、
　佐藤　俊介1）、繁信　和恵1,4）、平川　夏帆1）、鐘本　英輝1）、西尾　慶之2）、
　吉山　顕次1）、池田　　学1）

1）大阪大学大学院医学系研究科精神医学教室、
2）大阪大学大学院連合小児発達学研究科行動神経学・神経精神医学寄附講座、
3）大阪大学大学院医学系研究科神経内科学、4）浅香山病院精神科

P1-1-5	 脳血流SPECTで広範な前頭葉血流低下を認めた抗LGI1抗体陽性脳炎の一例…………… p134
○森田　耕吉1）、服部　道成1）、津田　　敦1）、藤戸　良子1）、大津留　祥2）、
　松下　拓也2）、數井　裕光1）

1）高知大学医学部神経精神科学教室、2）高知大学医学部脳神経内科学教室

P1-1-6	 発達障がい児のごっこ遊びと認知機能の関連………………………………………………… p134
○惣田　聡子1,2）

1）医療法人おくら会芸西病院、2）高知大学医学部神経精神科学教室

一般ポスター P1-2	 17：00〜18：00

座長：谷向　　知（愛媛大学大学院医学系研究科老年精神地域包括ケア学）

P1-2-1	 幻視を繰り返したprobable脳血管アミロイド症の1例… ………………………………… p135
○仁平　敦子、阿部　剛典、油川　陽子、中原　岩平、佐光　一也

中村記念病院脳神経内科
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P1-2-2	 若年発症のアルツハイマー型認知症や軽度認知機能障害における認知機能の特徴的な変化
についての検討…………………………………………………………………………………… p135

○北畠　綾子1）、太田　深秀2）、沼田悠梨子3）、根本　清隆2）、新井　哲明2）

1）筑波大学附属病院臨床心理部、2）筑波大学医学医療系臨床医学域精神医学、
3）筑波大学附属病院認知症疾患医療センター

P1-2-3	 レビー小体型認知症（probable DLB）における自己年齢認識（self age awareness）の責
任部位に関する検討……………………………………………………………………………… p136

○嶋田　兼一1）、樫林　哲雄2）、高橋　竜一2）、仲田　　崇1）、射場亜希子1）、
　石井　一成3）

1）兵庫県立はりま姫路総合医療センター認知症疾患医療センター、
2）兵庫県立西播磨リハビリテーションセンター認知症疾患医療センター、
3）近畿大学医学部放射線医学教室放射線診断学部門

P1-2-4	 残存していた視覚認知機能を活用するような周囲の関わりで、通所サービスでの易怒性を
軽減できた一症例………………………………………………………………………………… p136

○尾崎　千春1）、山田　真由1）、小笠原梨湖2）、中司みずほ5）、小松　大祐6）、
　津田　　敦2）、藤戸　良子2）、大石　　大1）、細田　里南1）、池内　昌彦3,4）、
　數井　裕光2）

1）高知大学医学部付属病院医療技術部リハビリテーション部門、
2）高知大学医学部付属病院神経精神科学講座、3）高知大学医学部整形外科、
4）高知大学医学部リハビリテーション部、5）高知大学基幹型認知症疾患医療センター、
6）近森病院精神科（総合心療センター）

P1-2-5	 アルツハイマー病および健忘性軽度認知障害では易刺激性と島皮質の血流低下が関連　　
する………………………………………………………………………………………………… p137

○高橋　竜一1）、樫林　哲雄1）、鐘本　英輝2）、池田　　学2）、石井　一成3）、
　互　　健二4）、品川俊一郎4）、數井　裕光5）

1）兵庫県立リハビリテーション西播磨病院、2）大阪大学医学部精神医学教室、
3）近畿大学医学部放射線医学教室放射線診断学部門、
4）東京慈恵会医科大学精神医学講座、5）高知大学医学部神経精神科学

P1-2-6	 練炭による一酸化炭素中毒後に認知機能が低下した1例−神経精神症状と頭部画像の経過
について…………………………………………………………………………………………… p137

○北代　晶帆、澤田　　健
高知医療センター

P1-2-7	 健忘と認知機能低下があり、刑事訴訟能力に関する精神鑑定を必要とした症例………… p138
○澤田　　健

高知医療センター精神科
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2023年9月8日（金）
2日目　A会場（1F オレンジホール）

シンポジウム3 『臨床神経心理士の未来』	 9：00〜11：00

座長：佐藤　睦子（総合南東北病院神経心理学研究部門）　　
　　　太田　久晶（札幌医科大学保健医療学部作業療法学科）

SY3-1	 臨床神経心理士の展望……………………………………………………………………  p80

緑川　　晶（中央大学文学部）

SY3-2	 公認心理師と神経心理学の未来 −心理臨床場面での神経心理学を活かしたアセス
メントの応用と可能性−…………………………………………………………………  p81

茶谷　佳宏（高知大学医学部附属病院神経精神科学講座）

SY3-3	 臨床神経心理士の未来：言語聴覚士の立場から………………………………………  p82

太田　祥子（東北大学大学院医学系研究科高次機能障害学分野）

SY3-4	 臨床神経心理士の未来 −作業療法士の立場から−… ………………………………  p83

勝浦　駿平（札幌医科大学附属病院リハビリテーション部）

理事長講演	 11：15〜12：00

座長：數井　裕光（高知大学医学部神経精神科学教室）

神経心理学を学ぶ、活かす、楽しむ−理事長の独り言………………………………………  p46

池田　　学（大阪大学大学院医学系研究科精神医学教室）

ランチョンセミナー2	 12：00〜13：00

座長：池田　　学（大阪大学大学院医学系研究科精神医学教室）

アルツハイマー病と脳アミロイド血管症    

新堂　晃大（三重大学大学院医学系研究科神経病態内科学）
共催：エーザイ株式会社

シンポジウム4 『高次脳機能障害と関連する病態：診断と対応のポイント』	 13：05〜14：45

座長：村井　俊哉（京都大学大学院医学研究科精神医学）
　　　三村　　將（慶應義塾大学予防医療センター）　　

SY4-1	 頭部外傷後のPTSD：社会復帰を支援する……………………………………………  p86

野路井未穂（横浜市総合リハビリテーションセンター）

SY4-2	 小児後天性脳損傷後の高次脳機能障害…………………………………………………  p87

栗原　まな（神奈川県総合リハビリテーションセンター小児科）
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SY4-3	 高次脳機能障害と心理症状－心に配慮した症状理解…………………………………  p88

橋本優花里（長崎県立大学地域創造学部公共政策学科）

SY4-4	 外傷性脳損傷の診断と対応………………………………………………………………  p89

大沢　愛子（国立長寿医療センターリハビリテーション科）

シンポジウム5 『脳機能ネットワークの知見とその臨床への展開可能性』	 14：50〜16：50

座長：月浦　　崇（京都大学大学院人間・環境学研究科認知・行動・健康科学講座）
　　　梅田　　聡（慶應義塾大学文学部心理学研究室）　　　　　　　　　　　　　

SY5-1	 脳広域ネットワークのダイナミクス−記憶記銘・表象・想起との関係……………  p92

中原　　潔（高知工科大学脳コミュニケーション研究センター）

SY5-2	 アルツハイマー病における脳機能ネットワークの役割：マルチモーダル脳イメー
ジングと経頭蓋磁気刺激法による包括的アプローチ…………………………………  p93

勝見　祐太（ハーバード大学医学大学院神経内科学部）

SY5-3	 うつ病における脳内ネットワークと反芻思考…………………………………………  p94

片山奈理子（慶應義塾大学精神・神経科学教室）

SY5-4	 社会性を支える脳機能ネットワークの発達と自閉スペクトラム症…………………  p95

岡本　悠子（順天堂大学スポーツ健康医科学推進機構）
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2023年9月8日（金）
2日目　B会場（1F グリーンホール）

一般口演 O2-1 『認知症・変性疾患2』	 9：00〜9：40

座長：池尻　義隆（神戸女子大学心理学部心理学科）

O2-1-1	 会話中によく笑う行動障害型前頭側頭型認知症の2例……………………………………… p118
○垰夲　大喜1）、佐藤　俊介1）、末廣　　聖1）、小林又三郎1）、竹田　佳世1）、
　片上　茂樹1）、佐竹　祐人1）、鐘本　英輝1）、和田　民樹1）、畑　　真弘1）、
　鈴木　麻希2）、吉山　顕次1）、池田　　学1）

1）大阪大学大学院医学系研究科精神医学教室、
2）大阪大学大学院連合小児発達学研究科行動神経学・神経精神医学

O2-1-2	 非流暢な発話を呈したLogopenic型原発性進行性失語の一例… ………………………… p118
○菅　　歩実1）、武石　香里1）、下村　辰雄1）、宮田　美生1）、大石　如香2）

1）秋田県立リハビリテーション・精神医療センター、
2）新潟医療福祉大学言語聴覚学科

O2-1-3	 特異的な漢字錯書を呈した行動異常型前頭側頭型認知症の一例…………………………… p119
○小西　海香1）、斎藤　文恵1）、三村　　悠1）、船山　道隆2）、三村　　將1）

1）慶應義塾大学医学部精神・神経科学教室、2）足利赤十字病院神経精神科

O2-1-4	 進行性Fois-Chavany-Marie症候群を呈したFTLD-TDP…………………………………… p119
○大槻　美佳1）、新保　和賢2）、緒方　昭彦2）、中川　賀詞3）、飛岡　弘敏4）、
　森　　文秋5）、若林　孝一5）

1）北海道大学大学院保健科学研究院、2）北海道脳神経外科記念病院脳神経内科、
3）北海道医療大学リハビリテーション科学部、4）小樽協会病院病理診断科、
5）弘前大学大学院医学研究科脳神経病理学講座

一般口演 O2-2 『認知症・変性疾患3』	 9：40〜10：20

座長：船山　道隆（足利赤十字病院神経精神科）

O2-2-1	 会話中に頻繁に笑う行動障害型前頭側頭型認知症（bvFTD）の一例… …………………… p120
○石原　健司、旭　　俊臣

旭神経内科リハビリテーション病院

O2-2-2	 進行性核上性麻痺（PSP）症例における発話障害の経時的変化……………………………… p120
○安島　明子1）、石原　健司2）、小川　七世3）、旭　　俊臣2）

1）旭神経内科リハビリテーション病院リハビリテーション部、
2）旭神経内科リハビリテーション病院神経内科、
3）東北大学大学院医学系研究科高次機能障害学

O2-2-3	 病理学的にアルツハイマー型認知症とLATE（辺縁系優位型加齢性TDP-43脳症）を合併し
た症例の神経心理学的検討……………………………………………………………………… p121

○齋藤　朋子1）、山寺みさき1）、長谷川千洋2）、博野　信次2）

1）国立病院機構大阪刀根山医療センター脳神経内科、2）神戸学院大学心理学部
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O2-2-4	 レビー小体型認知症の診断に有用な視知覚課題についての検討…………………………… p121
○佐久田　静1）、瀧川　清統2）、和田　照平2）、岡田　和枝2）、橋本　　衛1）

1）近畿大学病院精神神経科学教室、2）近畿大学病院メンタルヘルス科

一般口演 O2-3 『認知症・その他』	 10：20〜11：00

座長：吉山　顕次（大阪大学大学院医学系研究科精神医学分野）

O2-3-1	 インスリン抵抗性と血管性軽度認知障害との関連…………………………………………… p122
○関　　美沙、吉澤　浩志、細谷　　愛、北川　一夫

東京女子医科大学脳神経内科

O2-3-2	 もの忘れを主訴に受診した患者家族に対する症状理解を促すアプローチ ～神経心理検査場
面での表出を活かして～………………………………………………………………………… p122

○吉武　亜紀1）、和田　健二2）

1）川崎医科大学総合医療センター患者診療支援センター、2）川崎医科大学認知症学

O2-3-3	 原発性進行性失語における動詞呼称と名詞呼称の解離 −脳血流低下部位との関連−…… p123
○勝瀬　一登1,2）、太田　祥子1）、柿沼　一雄1）、松原　史歩1）、川上　暢子1）、
　小川　七世1,3）、伊関　千書1）、戸田　達史2）、松田　　実1,4）、菅野　重範1）、
　鈴木　匡子1）

1）東北大学大学院医学系研究科高次機能障害学分野、
2）東京大学大学院医学系研究科神経内科学分野、
3）春日井市民病院リハビリテーション技術室、4）いずみの杜診療所

O2-3-4	 意味行動障害型前頭側頭型認知症（sbvFTD）の1例における相貌・物品認知と単語　　　
認知………………………………………………………………………………………………… p123

○小川　七世1,2）、三田　晃裕3）、菅野　重範2）、勝瀬　一登2,4）、山下　史匡5）、
　鈴木　匡子2）

1）春日井市民病院リハビリテーション技術室、
2）東北大学大学院医学系研究科高次機能障害学、3）岐阜県立多治見病院神経内科、
4）東京大学大学院医学系研究科神経内科学分野、5）春日井市民病院脳神経内科

一般口演 O2-4 『外傷・認知機能障害』	 13：05〜13：45

座長：鐘本　英輝（大阪大学大学院医学系研究科精神医学分野）

O2-4-1	 びまん性軸索損傷における病的収集行動……………………………………………………… p124
○黒瀬　　心1,2,3）、斎藤　文恵1,4）、高畑　圭輔1,2）、宗　　未来4）、宮田　真里2）、
　互　　健二2）、遠藤　浩信2）、片岡　優子2）、森口　　翔2）、百田　友紀2）、
　船山　道隆3）、田渕　　肇1）、内田　裕之1）、樋口　真人2）、三村　　將1）

1）慶應義塾大学医学部精神・神経科学教室、
2）国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構量子生命・医学部門量子医科学研究所
脳機能イメージング部、
3）足利赤十字病院神経精神科、4）東京歯科大学市川総合病院精神科
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O2-4-2	 小脳出血後に恋愛妄想及び被害妄想を呈した一例…………………………………………… p124
○三村　　悠、斎藤　文恵、三井　　水、渡邊　大祐、奥田啓一郎、山市　大輔、
　三村　　將

慶應義塾大学医学部精神・神経科学教室

O2-4-3	 神経膠芽腫（膠芽腫）2例における術後2年間の言語症状…………………………………… p125
○佐藤　幸子1）、小嶋　知幸2,3）

1）千葉県がんセンターリハビリテーション科、2）市川高次脳機能障害相談室、
3）武蔵野大学人間科学部人間科学科

O2-4-4	 右前頭葉腫瘍の術中操作時に「自宅の中に病院がある」と訴えた重複性記憶錯誤の一例…… p125
○越智　隆太1,2）、山澤　優心2,3）、鈴木　佑大2,4）、岩立　文香2,5）、篠浦　伸禎2）、
　山田　良治2）、大谷　亮平2）、矢島　寛久2）、緑川　　晶2,3）

1）中央大学大学院文学研究科、
2）地方独立行政法人都立病院機構都立駒込病院脳神経外科、3）中央大学文学部、
4）横浜市西部地域療育センター、5）東京大学大学院教育学研究科

一般口演 O2-5 『記憶』	 13：45〜14：25

座長：今村　　徹（新潟医療福祉大学医療技術学部言語聴覚学科）

O2-5-1	 軽度の頭部外傷後に出現した全生活史健忘の長期予後……………………………………… p126
○船山　道隆、佐藤　圭五

足利赤十字病院神経精神科

O2-5-2	 超皮質性運動失語一例における系列順序再生の障害特徴…………………………………… p126
○中山　拓弥1）、久木田識豪1）、杉山　正樹2）、宮本　伸哉3）、藤田　郁代4）、
　内田しんや5）

1）国際医療福祉大学熱海病院リハビリテーション部、
2）国際医療福祉大学熱海病院放射線技術部、3）国際医療福祉大学熱海病院脳神経外科、
4）国際医療福祉大学大学院医療福祉学研究科、
5）国際医療福祉大学成田保健医療学部言語聴覚学科

O2-5-3	 バーチャルリアリティを活用した展望記憶トレーニングシステムの開発と妥当性の　　　
検討………………………………………………………………………………………………… p127

○三浦佳代子1）、福森　　聡2）、高守　史子3）、大塚　貞男4）

1）長崎純心大学人文学部、2）香川大学創造工学部、
3）佐賀大学医学部附属病院臨床研究センター、4）京都大学医学部附属病院精神科神経科

O2-5-4	 アルツハイマー型認知症における虚再認の脳内基盤の検討………………………………… p127
○茶谷　佳宏1）、藤戸　良子1）、木村　直広1）、河合　　亮1）、樫林　哲雄2）、
　高橋　竜一2）、鐘本　英輝3）、互　　健二4）、品川俊一郎4）、石井　一成5）、
　池田　　学3）、數井　裕光1）

1）高知大学医学部附属病院神経精神科学講座、
2）兵庫県立リハビリテーション西播磨病院、
3）大阪大学大学院医学系研究科精神医学教室、4）東京慈恵会医科大学精神医学講座、
5）近畿大学医学部放射線医学教室放射線診断学部門
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一般口演 O2-6 『Brain fog・その他』	 14：25〜15：05

座長：藤戸　良子（高知大学医学部神経精神科学教室）

O2-6-1	 新型コロナウィルス罹患後のブレインフォグ2例の経験から……………………………… p128
○目黒　祐子1）、萱場　　文1）、宮澤　康一2）、藤盛　寿一2）、鈴木　　潤3）、
　中島　一郎2）

1）東北医科薬科大学病院リハビリテーション部言語心理部門、
2）東北医科薬科大学医学部脳神経内科学、3）東北医科薬科大学医学部感染症学

O2-6-2	 地誌的見当識障害を主徴とした右側頭葉を中心とした萎縮を示す前頭側頭型認知症の71歳
女性例……………………………………………………………………………………………… p128

○小森　雄太1）、栗原　正典1）、後藤　良司1）、小幡　真希2）、石橋　賢士3）、
　石井　賢二3）、徳丸　阿耶4）、金丸　和富1）、武田　克彦1,5）、岩田　　淳1）

1）東京都健康長寿医療センター脳神経内科、
2）東京都健康長寿医療センター高齢者バイオリソースセンター、
3）東京都健康長寿医療センター研究所神経画像研究チーム、
4）東京都健康長寿医療センター放射線診断科、5）文京認知神経科学研究所

O2-6-3	 神経心理学的な観点からとらえたLong Covidの特徴 −注意機能に着目して−………… p129
○二村　明徳1）、越智　隆太2,3）、花塚　優貴2,4）、笠井　英世2）、黒田　岳志2）、
　大田　　進5）、稗田宗太郎2,6）、矢野　　怜2）、田中　明彦5）、相良　博典5）、
　小野賢二郎2,7）、河村　　満2,8）

1）昭和大学藤が丘病院脳神経内科、2）昭和大学医学部内科学講座脳神経内科学部門、
3）中央大学大学院文学研究科心理学専攻、4）愛知淑徳大学人間情報学部、
5）昭和大学医学部内科学講座呼吸器アレルギー内科学部門、
6）かわさき記念病院脳神経内科、7）金沢大学医薬保健研究域医学系脳神経内科学、
8）奥沢病院

O2-6-4	 COVID-19後の“brain fog”症例に基づく考察……………………………………………… p129
○角南　陽子1）、板東　充秋1）、井上　眞里2）、高橋　一司1）

1）東京都立神経病院脳神経内科、2）東京都立神経病院神経精神科心理士
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2023年9月8日（金）
2日目　C会場（4F 第6多目的室）

教育講演4	 9：00〜9：45

座長：松田　　実（いずみの杜診療所）

アルツハイマー病の神経心理学…………………………………………………………………  p54

橋本　　衛（近畿大学医学部精神神経科学教室）

教育講演5	 9：45〜10：30

座長：橋本　　衛（近畿大学医学部精神神経科学教室）

統合失調症研究を神経心理学に活かす…………………………………………………………  p56

村井　俊哉（京都大学大学院医学研究科精神医学）

教育講演6	 10：30〜11：15

座長：平山　和美（山形県立保健医療大学）

Posterior Cortical Atrophy - Update…………………………………………………………  p58

鈴木　匡子（東北大学大学院医学系研究科高次機能障害学分野）

ランチョンセミナー3	 12：00〜13：00

座長：高橋　秀俊（高知大学医学部寄附講座児童青年期精神医学）

神経発達症を見出すための工夫 〜青年期以降を中心に〜    

近藤　　毅（琉球大学大学院医学研究科精神病態医学講座）
共催：武田薬品工業株式会社

教育講演7	 13：05〜13：50

座長：永井知代子（帝京平成大学健康メディカル学部言語聴覚学科）

知覚と運動の循環を繋ぐ初めての理論−自由エネルギー原理………………………………  p60

乾　　敏郎（京都大学名誉教授）

教育講演8	 13：50〜14：35

座長：西尾　慶之（大阪大学大学院連合小児発達学研究科行動神経学・神経精神医学）

血管性認知症の神経心理と診断・治療…………………………………………………………  p62

森　　悦朗（大阪大学大学院連合小児発達学研究科行動神経学・神経精神医学寄附講座）
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教育講演9	 14：35〜15：20

座長：谷向　　知（愛媛大学大学院医学系研究科老年精神地域包括ケア学）

自閉スペクトラム症の感覚認知特性……………………………………………………………  p64

高橋　秀俊（高知大学医学部寄附講座児童青年期精神医学）

特別企画	 15：20〜16：50

司会：紀伊　信之（株式会社日本総合研究所）

認知症予防市場における課題とアカデミア・政府の取組………………………………… p102

小柳　勇太（経済産業省商務・サービスグループヘルスケア産業課）
安藤　光徳（公益財団法人認知症の人と家族の会）
數井　裕光（高知大学医学部神経精神科学講座）
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2023年9月8日（金）
2日目　ポスター会場（3F 第5多目的室）

一般ポスター P2-1	 13：05〜14：05

座長：鈴木　麻希（大阪大学大学院連合小児発達学研究科行動神経学・神経精神医学）

P2-1-1	 模写された図形の大きさの検討 −アルツハイマー病（AD）とレビー小体を伴った認知症
（DLB）の比較−…………………………………………………………………………………… p140

○鈴木　則夫
滋賀県立総合病院精神科

P2-1-2	 話者に対する顔注視行動における満期児と極低出生体重児の注意バイアスの検討……… p140
○中川　敦子1）、鋤柄　増根1）、野村　香代2）、永井　幸代3）、宮地　泰士4）

1）名古屋市立大学人間文化研究科、2）岐阜聖徳学園大学教育学部、
3）日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院、4）名古屋西部地域療育センター

P2-1-3	 後頭葉出血による着衣障害で認めた袖通しエラーの改善に影響を与える要因の検討…… p141
○山本　　潤1）、前田　眞治2）、菅原　光晴3）、原　麻理子4）、高松日向子5）、
　弓　まり子5）

1）国際医療福祉大学小田原保健医療学部作業療法学科、
2）国際医療福祉大学大学院リハビリテーション学分野、
3）ふじの温泉病院リハビリテーション科、
4）国際医療福祉大学福岡保健医療学部作業療法学科、
5）静岡市立清水病院リハビリテーション技術科

P2-1-4	 実行機能に負荷をかけた条件下での視覚探索効率に対する加齢の影響：時間圧の有無に注
目した実験的検討………………………………………………………………………………… p141

○河野　直子1,2）、山田　眞央1）

1）大阪公立大学、2）大阪府立大学

P2-1-5	 FIMは発症後1ヶ月以内に自宅退院した脳卒中患者の退院後の神経心理学的な困難さを予
測しうる…………………………………………………………………………………………… p142

○石渡　大地1）、早川　裕子1）、三宅　茂太1）、高橋　素彦1）、須藤　　淳1）、
　三村　　將2）

1）横浜市立脳卒中・神経脊椎センター、2）慶應義塾大学予防医療センター

一般ポスター P2-2	 13：05〜14：05

座長：伊藤　皇一（医療法人敬寿会吉村病院精神科）

P2-2-1	 アルツハイマー病の日常生活機能障害（functional impairment）に影響する要因：記憶障
害の指標で重症度を統制した検討．…………………………………………………………… p142

○鎌田　日南1）、佐藤　卓也2）、今村　　徹1,3,4）

1）新潟医療福祉大学リハビリテーション学部言語聴覚学科、
2）新潟リハビリテーション病院リハビリテーション部言語聴覚科、
3）新潟医療福祉大学大学院医療福祉学研究科保健学専攻言語聴覚分野、
4）新潟リハビリテーション病院神経内科
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P2-2-2	 前頭側頭型認知症（frontotemporal dementia：FTD）患者の単語再認課題における虚再
認：アルツハイマー病との比較検討…………………………………………………………… p143

○大島　　愛1）、佐藤　卓也2）、今村　　徹1,3,4）

1）新潟医療福祉大学リハビリテーション学部言語聴覚学科、
2）新潟リハビリテーション病院リハビリテーション部言語聴覚科、
3）新潟医療福祉大学大学院医療福祉学研究科保健学専攻言語聴覚学分野、
4）新潟リハビリテーション病院神経内科

P2-2-3	 前頭側頭型認知症（FTD）における脱抑制行動：Neuropsychiatric Inventory（NPI）は何
を検出し，何を検出できないのか……………………………………………………………… p143

○鈴木　菜月1）、佐藤　卓也2）、今村　　徹1,3,4）

1）新潟医療福祉大学リハビリテーション学部言語聴覚学科、
2）新潟リハビリテーション病院リハビリテーション部言語聴覚科、
3）新潟医療福祉大学大学院医療福祉学研究科保健学専攻言語聴覚分野、
4）新潟リハビリテーション病院神経内科

P2-2-4	 立方体透視図における輪郭を構成しない線分の延長に関連する要因について…………… p144
○龍田　　栞1）、内山　　信1,2）、佐藤　卓也1,3）、今村　　徹1,2）

1）新潟医療福祉大学リハビリテーション学部言語聴覚学科、
2）新潟リハビリテーション病院神経内科、
3）新潟リハビリテーション病院リハビリテーション部言語聴覚科

P2-2-5	 パーキンソン病の前頭葉機能障害と行動障害は脳萎縮と相関する………………………… p144
○寺田　達弘1,2）、宮田　　淳3）、久保田　学3）、松平　敬史1,2）、高嶋　浩嗣1,2）、
　川口　典彦1）、荒木　保清1）、尾内　康臣2）、小尾　智一1）、村井　俊哉3）

1）静岡てんかん・神経医療センター、2）浜松医科大学生体機能イメージング研究室、
3）京都大学医学研究科脳病態生理学講座精神医学教室

P2-2-6	 統合失調症における心脳連関からみる自己主体感…………………………………………… p145
○是木　明宏、女屋　光基

下総精神医療センター


